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全体

●新百合ヶ丘は素晴
らしい文化環境

●この地域の人々は
文化に理解が深い人
が多く、今のところ問
題を感じていない

●麻生区は新しいま
ちで、「行くところより、
帰るところ」というイ
メージ
●芸術・文化のまちは
広範囲でイメージがと
らえにくい。テーマを
絞ったブランディング
等が必要
〇テーマを絞ったブ
ランディング、小田急
等を活用した広報展
開必要

●「芸術のまち」として
まだまとまりに欠けて
いる

●「芸術のまち」としてのまと
まりにはまだかける
　　⇔新百合ヶ丘は素晴らし
い文化環境
●麻生区は「行くところより帰
るところ」というイメージ

●芸術文化はテーマが広す
ぎる。テーマを絞ったブラン
ディングが有効か

●文化に理解の深い人が多
い

①文化担
当官の設
置

①文化芸術専門コン
シェルジュ機能

①情報を取りまとめて
発信する機能が必要

①麻生市民館の社会
教育主事の機能の復
活が近道ではないか

①行政ではなくボラン
ティアが文化担当官を
担う
〇例えば２１ホール
にあるＮＰＯカワサキ
アーツを活用し、練習
場の情報管理などを
行う

①支える人達の組織
化、ネーミング、巻きこ
みが大切
　〇「見える化」のため
に必要だが、それを支
える人達の組織化、
ネーミング、巻きこみ
が大切

①行政に芸術・文化を
積極的に先導していく
人材を置く必要がある

①文化情報がどこで
誰に尋ねればいいか
わかるようにしたい
　〇多くの情報が掲載
されている「しんゆり芸
術のまちづくりフォーラ
ムＨＰ」をもっと活用
し、掲載方法やＨＰの
ＰＲが必要。

●以前の「社会教育主事機
能」の復活が近道
●文化芸術専門コンシェル
ジュ機能が必要
●支える人たちの組織化、
ネーミング、巻き込みが必要
●文化担当官を行政が担
う、ボランティアが担うという
それぞれの意見があった

②麻生文
化会議の
設置

②音楽団体どうしが仲
良く集まって協力関係
ができると良い
　〇文化団体にとって
は芸術団体のレベル
の高い公演とかＷＳ、
指導を受ければレベ
ルアップになる。団体
にしてみれば集客につ
ながる。

②分野別団体間のつ
ながりから始める
　〇分野別団体間の
つながりから始めては
どうか

②アートセンターが中
核機能としての役割を
果たす

②既存組織の活用で
実現できるのでは
○相互協力：しんゆ
り・芸術のまちづくり
フォーラム
　○情報発信：ＮＰＯ法
人しんゆり・芸術のま
ちづくり

②団体間をつなげる
工夫と若者の参加が
大事

②団体間のつながり
をもつための会議を
設置
　〇現在の活動に満
足している人も多く、
他団体とのタイアップ
は難しい。横の連携と
しての会議は必要

●分野別団体間のつながり
からはじめる

●アートセンターが中核機能
としての役割を果たす

●既存組織の活用で実現で
きる

●音楽団体どうしの協力関
係

③情報発
信・活性
化（景観
条例見直
し）

③規制に基づいた綺
麗なポスター、のぼり
であればもう少し広報
できれば

③「芸術・文化」の雰
囲気が感じられるよ
う、新百合ヶ丘駅から
アートセンターまでを
結ぶ
〇道程にのぼり旗を
立てるなど、アートセン
ターに足を運ぶ道筋を
つくる必要がある。

③公共性や芸術的観
点から広報イベントを
選定し、届け出により
管理しながら掲示した
ら良い

③駅からアートセン
ターまでの道路にの
ぼり旗を立てても良い

③大胆な「まちづくり」
の発想必要
〇市や区による大胆
な発想に基づく「まち
づくり」の視点が必要
（例：相模原市「ユニコ
ムプラザ」）

③小田急線駅内の広
報を利用する必要が
ある

③住民への浸透につ
いては、駅や駅周辺
の賑わいづくりが必要
○小田急電鉄との協
力による駅構内掲示、
電車発着音
○ペデストリアンデッ
キで常時何か（演奏や
絵の展示など）を行え
ると良い。提言は指示
すできる。

③小田急線沿線駅構
内にポスターが貼れ
ると良い

③新百合ヶ丘北口は
大いに改造する必要
がある
　〇広告の仕方とし
て、のぼり旗方式より
もヨーロッパのような
芸術的な表現が良い

③特に駅北側の賑わ
い・情報提供について
向上を望む

●大胆なまちづくりの発想が
必要

●駅～駅周辺～アートセン
ターなど芸術文化の雰囲気
が感じられる工夫が必要

●規制に基づきイベントを選
定し綺麗なポスター、のぼり
で広報

●駅北側の賑わい・情報発
信

●小田急沿線駅構内の広報

①②文化担当官や
（仮）麻生文化会議の
設置は重要
○担当官や文化会
議を中心とした仕組み
が出来るとよい
　○市・区の文化協会
の仕組みを参考に進
めると良い

芸術団体 芸術教育機関 市民演奏団体

種別
担当
実施日

１．しんゆ
り・芸術のま
ち推進の為
のアイディア
（第３期提言
への意見）

資料２－３
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●ワンランク上の文化
事業をしていくには文
化事業の予算化必要
○文化、芸術活動は
基本的に黒字を出す
ことが難しい。

●ふれあいカードシス
テムの利便性の向上

●ひとつの駅を拠点と
して、音楽大学と映画
大学が存在すること
の素晴らしさや可能性
をもっと認識する必要
がある
○大学を活用した芸
術のまちづくりについ
て行政のグランドビ
ジョンをつくるため、区
民は議員と連携し働き
かけるべき

●区内、市内の枠で
考えると広がらない。
国際化、グローバル
化がキーワードとなる
○戦略的思考を持っ
たプロデューサーが必
要

●市・区役所と力を合
わせて芸術のまちづく
りに協力したい

●イベントを単発で実
施するのはエネル
ギーの分散。住民が
孤軍奮闘するだけで
は「高齢化」「エネル
ギー、資金、協力者な
どの）減少」という問題
は避けて通れない。

●市や区がより積極
的に、国の政策や方
向性の流れに合致し
つつ、オリジナリティを
持った戦略を立てて、
活動を支援していくこ
とが大切。

●行政が旗振り役と
なり「まちづくり」に力
を発揮してほしい

●アートセンターの役
割を「文化・芸術のま
ち」の運営まで広げて
はどうか
〇実際には市が管
理・運営しており麻生
区独自に検討ができ
ない。改めるか工夫し
ていくべきではない
か。

●麻生区民館の老朽
化による建て替え
●麻生区民館の継続
利用団体への便宜
●練習場所の確保・
情報発信の仕組み
●日営利目的の公演
の広報誌への掲載
●新百合ヶ丘南側で
のチラシ設置、情報発
信のしかけづくり

●音楽の街「あさお」
を標榜しているにして
は、練習場所が少な
い
○現在、区内幼稚園
や稲城市や横浜市等
の音楽ホールを借りて
練習している。

●500席程度の音楽
ホールがあるとありが
たい
○横浜市各区文化
会館などでは、リハー
サル室、練習室が併
設されている

●「芸術のまち麻生」
を標榜するのであれ
ば目標（ゴール）を期
待したい
　〇例えば北口駅前
に広場機能、市民館
に防音ホール・練習
場、地下鉄延長など総
合的な再開発に期待

●市民館の機材や設
備を充実してほしい

●練習場所を探すの
が大変である
　〇区内幼稚園を借り
ているが、行事で使用
できない時には他市・
区で練習場所を探して
いる

●練習・活動場所の
確保に苦労している
団体が多いと聞く。改
善が望まれる。

●国際化、グローバル化が
キーワード
●国、市の施策の方向性を
踏まえつつ、区のオリジナリ
ティの創出
●「芸術のまち麻生」が目指
す目標に期待
●行政の予算付け
●音楽大学と映画大学双方
が存在する素晴らしさを活か
す
●活動団体の練習場所の確
保
●音楽ホールの整備
●麻生区民館の老朽化によ
る建て替え・設備の充実
●麻生区民館の継続利用団
体への便宜
●区のためのアートセンター
の役割　など

３．活動上の問題点、
川崎市や麻生区への

要望など

２．若者や子供など
多くの市民が楽しめ
る芸術・文化のまち

づくり

●区民に対する情報
発信を行い、参加を促
している

●児童・若者を対象と
した取組みは既に
行っている
○伝統的な遊びや
踊りについて指導者が
小学校に行って教えて
いる
　○夏休み親子教室
には、毎年小学生親
子約600名参加
　○本年度、初めての
試みとして、和光大学
等の学生ボランティア
に手伝って貰う予定

●音楽家、芸術家の住みや
すいまちづくり

●地域で心癒される機会（企
画）を増やす

●若者が自主的に参加する
しかけが必要

●若者が「いつか戻ってきた
いと思えるまち」づくりが必要

●駅周辺で「いつも何か」行
われている状態を目指す

●日本映画大学・昭和音大
のコラボなど、ジャンルを超
えた企画

●麻生音楽祭に軽音楽を加
えれば中高生の参加が増え
る可能性あり

●皆が聴き合う工夫が必要

●子供たちの組み込みは重
要

●夏休みにアルテリッカ子供
版を開催

●渋谷、新宿などの良いとこ
ろを取り入れる

芸術団体 芸術教育機関 市民演奏団体

●夏休みの子ども向
け鑑賞教室、ＷＳは可
能

●音楽家、芸術化の
住みやすいまちが出
来ると良い
○例：アメリカテネ
シー州は、3,000のレ
コーディングスタジオ
のお店があり、音楽家
が数多く集まってい
る。

●稽古場を開放し、地
域の人達が日常的に
足を運べて来やすい
場をつくれないか検討
中

●若者は忙しく資金的
にも余裕がない。
　⇒昔関心のあった
人達をもう一度ファン
にする。

●会員制にして、観客
を育てる

●若者が「いつか戻っ
てきたいと思えるま
ち」づくりが必要

●若者が自主的に参
加するしかけが必要

　○新百合映画祭で
は、①ジュニア映画
ワークショップ、②バリ
アフリー上映、③野外
上映会を実施してお
り、これらが特徴的な
３本柱である市民映画
祭として20年近くの歴
史を築いてきた。

　○アルテリッカ（しん
ゆり芸術祭）は、若い
人たちが参加し楽しめ
る企画が少ない。若者
の発想を入れた企画
が必要。

　○ＮＰＯしんゆり・芸
術のまちづくりが行っ
てきた大学生インター
ンシップや、臣と臣ま
ちづくり財団とＮＰＯし
んゆり・芸術のまちづく
りが協働でスタートさ
せたＴＭＯなどの大学
生を巻き込んだ活動
は参考となる

●夏休みにアルテリッ
カ子供版を開催したい

●麻生文化協会が実
施する子供向けワー
クショップに協力する

●さまざまな立場の
人々、世代を超えた
人々が集結することで
生まれるパワーを生
み出し、生かす

●小学生などを対象
に「住みたいまち」の
イメージを絵にして貰
い展示

●小中高生を巻き込
んだ「しんゆりアート
マップづくり」
○例：町田市町内会
フラッグアートづくり

●ボランティアや協力
者のネーミングも重要
○例：富良野演劇工
場　ＡＬの会

●長期的視点による
計画をもとに、若い人
たち主導の取組みを
見つけて後押しする
○例：相模原市では
市民がアイディアを出
し、行政がサポートし
ている。相模原市民文
化財団広報誌を毎月
新聞６紙に織り込みで
市民に配布している。

種別
担当
実施日

●地域で心癒される
機会（企画）を増やす
〇育児、介護で家を
空けづらい人たちや都
心まで出るのが億劫な
高齢者などが地元で
心いやされる機会（企
画）を増やして欲しい。

●駅周辺で「いつも何
か」行われている状態
を目指す
　〇既存ワンコインコン
サートや区役所ミニコ
ンサートを増やし、駅
周辺で「いつも何か」行
われているというくらい
までになると良い。

●日本映画大学・昭
和音大のコラボなど、
ジャンルを超えた企画

●麻生音楽祭に軽音
楽を加えれば中高生
の参加が増える可能
性あり

●皆が聴き合う工夫
が必要

●子供たちの組み込
みは重要

●中学生、高校生を
招待しているが、引率
の先生が必要となる
ため難しい

●町内会単位で招待
することは可能

●渋谷、原宿などの
良いところを取り入れ
て若者にとっての魅力
をつくる

●大学生がしんゆり
に関わっていたいと思
える活動の場をつくり
たい

●区民や学生が参加
できるＷＳを計画しつ
ながりをもち、人も育
てる

●文化・芸術を思いを
もって外に発信する姿
勢が問われている


